
平成２６年度第４回県政参画電子アンケート 

『手話に関する意識調査』調査結果 

 

１ 調査概要 

 ・テーマ：手話に関する意識調査 

 ・期間：平成 26 年 6月 12 日(木) ～ 6 月 25 日(水) 17:00 まで 

 ・対象：県政参画電子アンケート会員 

 ・回答：４０２名／４７６名（８４．５％） （※回答者数は重複回答者除く） 

  

 

２ アンケートの調査目的 

 ＜調査目的＞ 

鳥取県では、昨年１０月に成立した鳥取県手話言語条例に基づき、総合的・計画的に手話の普及、手話

が使いやすい環境整備を進めるため、１０年後の鳥取県が目指すべき方向性を示す「鳥取県手話施策推進

計画」を策定することにしました。 

  この計画案の検討に当たっては、ろう者、手話通訳者等の意見・経験談、県民の手話に対する認識など

を考慮して、より効果的な計画を策定したいと考えています。 

  このアンケートは、県民の皆さんの手話に対する認識を把握するために実施するものです。 

 

 

（問１）あなたの性別を教えて下さい。  

１ 男性    167 人 41.5% 
 

２ 女性    235 人 58.5% 
  

 

（問２）あなたの年齢をお答えください。  

１ １９歳以下    3 人 0.7% 
 

２ ２０～２９歳    50 人 12.4% 
 

３ ３０～３９歳    117 人 29.1% 
 

４ ４０～４９歳    121 人 30.1% 
 

５ ５０～５９歳    55 人 13.7% 
 

６ ６０歳以上    56 人 13.9% 
  

 

（問３）鳥取県で「鳥取県手話言語条例」が制定されたことを知っていますか。  

１ 知っている    315 人 78.4% 
 

２ 知らない    83 人 20.6% 
  

 

（問４）手話言語条例制定後、手話・ろう者（聴覚障がい者のうち手話を言語として使用する方）へ

の興味・関心は高まりましたか。  

１ 高まった    144 人 35.8% 
 

２ 変わらない    257 人 63.9% 
  

 

 



＜問５＞ 

ろう者に対してコミュニケーション上の配慮（手話、筆談、字幕など音声以外のコミュニケーション対応）が 

あると感じていますか。次の場面別に回答してください。 

（問５－１）県・市町村などの窓口  

１ 十分配慮されている    9 人 2.2% 
 

２ ある程度は配慮されている    194 人 48.3% 
 

３ 全く配慮されていない    40 人 10% 
 

４ 分からない    158 人 39.3% 
  

 

（問５－２）医療・介護分野（病院、介護施設など）  

１ 十分配慮されている    9 人 2.2% 
 

２ ある程度は配慮されている    175 人 43.5% 
 

３ 全く配慮されていない    47 人 11.7% 
 

４ 分からない    167 人 41.5% 
  

 

（問５－３）防災分野（緊急時の情報伝達など）  

１ 十分配慮されている    4 人 1% 
 

２ ある程度は配慮されている    86 人 21.4% 
 

３ 全く配慮されていない    88 人 21.9% 
 

４ 分からない    223 人 55.5% 
  

 

（問５－４）交通分野（鉄道、バスなど）  

１ 十分配慮されている    5 人 1.2% 
 

２ ある程度は配慮されている    170 人 42.3% 
 

３ 全く配慮されていない    58 人 14.4% 
 

４ 分からない    164 人 40.8% 
  

 

（問５－５）あなたの職場  

１ 十分配慮されている    11 人 2.7% 
 

２ ある程度は配慮されている    86 人 21.4% 
 

３ 全く配慮されていない    153 人 38.1% 
 

４ 分からない    139 人 34.6% 
  

 

（問５－６）あなたの住む地域（集落・家の近所）  

１ 十分配慮されている    2 人 0.5% 
 

２ ある程度は配慮されている    67 人 16.7% 
 

３ 全く配慮されていない    168 人 41.8% 
 

４ 分からない    163 人 40.5% 
  



 

（問６）ろう者が不自由なく社会生活を送るために、どういったことに取り組む 

必要があると思いますか。＜複数回答可＞  
１ 聞こえる人が手話を学習し、

手話に対する理解を深める  
  183 人 45.5% 

 

２ 手話通訳者を増やし、様々な

場面でいつでも手話通訳者を同

行できるような体制を整備する  

  160 人 39.8% 
 

３ 聞こえないことで社会生活上

どんな不便があるのかを学び、

手話学習、筆談対応などそれぞ

れが自分なりにできることを考え

て実践する  

  271 人 67.4% 
 

４ 特段取り組む必要はない    12 人 3% 
 

５ その他    22 人 5.5% 
  

 

（問７）手話を学習してみたいと思いますか。  

１ 思う    256 人 63.7% 
 

２ 思わない    144 人 35.8% 
  

 

（問８－１）問７で「１ 思う」と回答した方に質問です。手話を学習したい理由は何ですか。＜複数

回答可＞  
１ ろう者とコミュニケーションをと

ってみたいから 
  101 人 25.1% 

 

２ 面白そうだから   33 人 8.2% 
 

３ 教養として身につけたいから   170 人 42.3% 
 

４ 知人、友人が手話を学習して

いるから 
  14 人 3.5% 

 

５ その他   32 人 8% 
  

 

（問８－２）問７で「２ 思わない」と回答した方に質問です。その理由は何ですか。＜複数回答可＞ 
１ 自分の知り合いにろう者がい

ないから（手話を覚えても使うこ

とがないから）  

  70 人 17.4% 
 

２ 難しそうだから    61 人 15.2% 
 

３ 手話を学習する時間がない

から  
  63 人 15.7% 

 

４ その他    22 人 5.5% 
  

 

 

 

 

 

 

 



（問９）手話を学習する場合、目標とする習熟度はどのレベルですか。  
１ あいさつ・自分の名前が手話

表現できるレベル  
  26 人 6.5% 

 

２ 「単語」でカタコトの意思疎通

ができるレベル  
  91 人 22.6% 

 

３ 「簡単な内容」で日常会話に

関する意思疎通ができるレベル  
  119 人 29.6% 

 

４ スムーズに日常会話ができる

レベル  
  13 人 3.2% 

 

５ 日常会話にとどまらず、何で

も手話で意思疎通できるレベル  
  10 人 2.5% 

 

 

 

（問１０）どのくらいの頻度で学習したいと思いますか。  

（※研修会、手話サークル等の参加だけでなく、自宅学習も含みます。）  

１ 毎日    6 人 1.5% 
 

２ 週に２～３回    38 人 9.5% 
 

３ 週に１回程度    127 人 31.6% 
 

４ 月に１回程度    69 人 17.2% 
 

５ 数ヶ月に１回程度    9 人 2.2% 
 

６ 年に１回程度    9 人 2.2% 
  

 

（問１１）小・中学校及び高等学校に在籍する全ての児童生徒に 

「手話ハンドブック（入門編）」が配られたことを知っていますか。  

１ 知っている    93 人 23.1% 
 

２ 知らない    307 人 76.4% 
  

 

（問１２）小・中学校及び高等学校に在籍する児童生徒は手話を学習した方がよいと思いますか。 

１ 思う    335 人 83.3% 
 

２ 思わない    64 人 15.9% 
  

 

（問１３）小・中学校及び高等学校に在籍する児童生徒に期待する手話の 

習熟度レベルはどのレベルですか。  
１ あいさつ・自分の名前が手話

表現できるレベル  
  75 人 18.7% 

 

２ 「単語」でカタコトの意思疎通

ができるレベル  
  138 人 34.3% 

 

３ 「簡単な内容」で日常会話に

関する意思疎通ができるレベル  
  118 人 29.4% 

 

４ スムーズに日常会話ができる

レベル  
  14 人 3.5% 

 

５ 日常会話にとどまらず、何で

も手話で意思疎通できるレベル  
  4 人 1% 

 

 

 


